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清掃事業は･･･清掃事業は･･･清掃事業は･･･

北区

北
区
の
清
掃
事
業
は
、
北
区

清
掃
事
務
所（
作
業
第
一
係
）、

滝
野
川
清
掃
庁
舎
（
作
業
第
二

係
）、
浮
間
事
業
所
（
車
庫
）

で
構
成
さ
れ
、
浮
間
事
業
所
に

は
運
転
手
と
作
業
第
一
係
か
ら

収
集
作
業
員
（
職
員
）
10
名
が

配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
作
業
計
画
に
つ
い

て
、
新
大
が
1
台
増
車
さ
れ
、

●
作
業
第
一
係
【
可
燃
】
大
ダ

1
台
（
車
付
）・
新
大
2
台
（
車

付
）・
新
中
1
台
（
併
せ
・
車

付
）・
小
プ
13
台
（
車
付
7
）、

小
特
4
台
・
軽
ダ
5
台
・
訪
問

収
集
班
軽
1
台
・
対
策
車
1
台

（
人
員
配
置
な
し
）【
不
燃
】

新
中
1
台
（
併
せ
・
車
付
）・

軽
ダ
9
台
・
残
渣
小
プ
1
台（
人

員
配
置
な
し
）【
ふ
れ
あ
い
班
】

3
組
体
制
【
粗
大
】
委
託
【
資

源
】
委
託
●
作
業
第
二
係
【
可

燃
】
小
プ
6
台
・
小
特
3
台
・

軽
ダ
10
台
（
車
付
6
）【
不
燃
】

軽
ダ
4
台
【
ふ
れ
あ
い
班
】
2

組
体
制
【
資
源
】
委
託
●
浮
間

事
業
所
、
可
燃
直
営
小
プ
4
台

稼
働
と
な
っ
て
い
ま
す
。

人
員
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度

18
年
振
り
に
5
名
、
今
年
度
6

名
の
新
規
採
用
を
勝
ち
取
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
が
、
再
任
用

の
職
や
会
計
年
度
任
用
職
員
の

現
場
配
置
先
等
、
課
題
が
残
さ

れ
て
い
ま
す
。

委
託
や
車
付
雇
上
の
導
入
が

過
半
数
を
占
め
て
い
ま
す
が
、

個
人
情
報
漏
洩
防
止
の
観
点
か

ら
、
車
付
雇
上
で
行
っ
て
い
た

訪
問
収
集
を
直
営
収
集
に
切
り

替
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
昨
年
度
、
再
任
用
の
職
の

確
保
を
含
め
、
新
た
に
訪
問
班

を
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。組

織
現
状
に
つ
い
て
、
新
規

事
業
で
あ
る
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

製
容
器
包
装
資
源
化
事
業
」
も

控
え
て
お
り
、
新
た
に
統
括
技

能
長
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
担

当
技
能
長
は
作
業
第
一
係
に
3

名
、
今
年
度
、
第
二
係
に
2
名

の
配
置
が
さ
れ
合
計
5
名
の
配

置
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
担
当
技

能
長
の
職
の
あ
り
方
を
確
立
し

な
が
ら
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
へ
の
配

置
を
目
標
と
し
、
現
場
で
活
躍

で
き
る
技
能
長
を
増
設
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

今今
後後
はは
、、
北北
清清
掃掃
工工
場場

建建
替替
期期
間間
のの
労労
働働
条条
件件

のの
確確
保保
がが
優優
先先

ま
た
、
北
清
掃
工
場
の
建
て

替
え
も
控
え
て
い
ま
す
。
建
て

替
え
工
事
期
間
に
伴
う
能
率
、

機
材
、
人
員
に
つ
い
て
も
当
局

と
十
分
な
交
渉
が
必
要
と
な
っ

て
き
ま
す
。

問
題
や
課
題
は
尽
き
ま
せ
ん

が
、
一
方
で
喜
ば
し
い
課
題
も

あ
り
ま
す
。新
人
の
育
成
で
す
。

18
年
振
り
の
新
規
採
用
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
後
輩
へ
の
接
し

方
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

取
り
方
に
戸
惑
い
も
あ
り
ま
す

が
、
収
集
作
業
や
組
合
活
動
等

を
新
人
組
合
員
に
継
承
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。し
か
し
、

こ
の
ま
ま
で
は
今
後
採
用
さ
れ

る
職
員
は
、
委
託
や
車
付
雇
上

現
場
の
集
積
所
に
携
わ
る
こ
と

が
で
き
な
い
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
収
集
現
場
を
把
握
で
き
ず

に
は
、
委
託
管
理
の
ノ
ウ
ハ
ウ

の
継
承
す
ら
困
難
で
し
ょ
う
。

区
民
と
直
接
ふ
れ
あ
う
機
会
の

多
い
清
掃
職
員
は
、
北
区
全
域

の
様
々
な
情
報
を
経
年
的
に
把

握
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

安
心
・
安
全
で
質
の
高
い
公

共
サ
ー
ビ
ス
を
安
定
し
て
提
供

す
る
に
は
、
今
後
、
北
区
の
清

掃
事
業
を
担
う
新
人
組
合
員
の

将
来
を
見
据
え
た
プ
ラ
ン
が
必

須
で
あ
り
、
そ
こ
に
向
け
た
北

支
部
の
取
り
組
み
が
重
要
に
な

り
ま
す
。

昨
年
度
に
は
、
凍
結
し
て
い

た
北
支
部
青
年
部
が
再
発
進
を

し
ま
し
た
。
更
に
支
部
執
行
部

の
内
3
名
は
担
当
技
能
長
で

す
。
全
組
合
員
が
団
結
し
、
次

世
代
が
現
場
で
活
躍
で
き
る
職

場
を
構
築
し
、
労
働
条
件
の
維

持
向
上
を
図
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

（
北
区
担
当
中
執山

﨑

竜
也
）

18
年
ぶ
り
の
新
規
採
用
を
勝
ち
取
る

凍
結
し
て
い
た
北
支
部�
青
年
部
�も
再
発
進

自
治
労
第
3
回
清
掃
政
策
集

会
が
5
月
30
日
（
日
）
に
開
催

さ
れ
、
東
京
清
掃
か
ら
12
名
が

参
加
し
ま
し
た
。
札
幌
で
の
開

催
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
考
慮

し
、
自
治
労
会
館
で
の
開
催
・

ｗ
ｅ
ｂ
参
加
と
な
り
ま
し
た
。

第
一
部
で
は
清
掃
労
働
者
の

災
害
時
の
役
割
を
テ
ー
マ
に
、

「
自
治
体
に
お
け
る
災
害
廃
棄

物
対
策
に
つ
い
て
」
の
講
演
、

支
援
・
受
援
の
経
験
を
踏
ま
え

た
単
組
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

災
害
廃
棄
物
の
処
理
に
は
平
時

と
同
じ
よ
う
に
収
集
運
搬
処
理

が
大
事
に
な
り
ま
す
が
、
も
う

一
つ
「
仮
置
き
場
」
と
い
う
大

き
な
課
題
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

仮
置
き
場
に
関
す
る
経
験
を
踏

ま
え
た
報
告
を
受
け
ら
れ
た
こ

と
は
、
東
京
に
お
け
る
災
害
時

対
策
に
向
け
て
大
き
な
ヒ
ン
ト

に
な
り
ま
す
。

第
二
部
で
は
地
域
と
の
か
か

わ
り
に
よ
る
職
の
確
立
を
テ
ー

マ
と
し
、
大
東
文
化
大
学
の
藤

井
准
教
授
よ
り
新
宿
区
に
お
け

る
繁
華
街
の
美
化
運
動
を
基
に

し
た
講
演
、
3
単
組
か
ら
特
徴

的
な
業
務
の
報
告
を
受
け
ま
し

た
。
住
民
と
の
協
働
、
住
民
ニ

ー
ズ
の
把
握
と
実
践
、
住
民
へ

の
啓
発
活
動
、
こ
れ
ら
の
収
集

以
外
の
業
務
が
い
か
に
大
事

か
、
参
加
者
全
体
で
共
有
で
き

た
と
思
い
ま
す
。

今
回
は
単
組
報
告
が
多
く
あ

り
ま
し
た
。ま
さ
し
く『
実
態
』

で
あ
り
、
自
ら
経
験
し
て
い
な

い
こ
と
を
知
識
と
し
て
取
り
入

れ
ら
れ
る
大
き
な
取
組
だ
と
改

め
て
感
じ
ま
し
た
。
こ
の
知
識

を
活
か
し
、
平
時
も
災
害
時
も

住
民
の
生
活
を
守
る
た
め
の
取

組
を
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

（
萩
原

崇
氏
）

書
面
大
会
で
の
開
催
を

や
む
な
く
判
断

2
0
2
0
年
度
度
第
二
地
連

年
次
総
会
を
5
月
17
日
（
月
）

Ｓ
Ｋ
ホ
ー
ル
に
て
開
催
を
す
る

と
こ
ろ
で
し
た
が
、
緊
急
事
態

宣
言
の
発
令
に
伴
い
、
苦
渋
の

判
断
と
し
て
2
0
1
9
年
度
の

年
次
総
会
同
様
、
2
年
連
続
で

の
文
書
総
会
と
な
り
ま
し
た
。

文
書
総
会
と
い
う
こ
と
で
、

地
連
内
各
支
部
へ
経
過
報
告
・

会
計
決
算
・
方
針
・
予
算
・
役

員
体
制
等
の
デ
ー
タ
ー
を
送
付

し
、
各
支
部
で
議
論
を
お
願
い

し
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

地
連
と
し
て
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
の
対
策
を
講
じ
な
が

ら
、
確
認
さ
れ
た
方
針
を
も
と

に
学
習
と
交
流
を
基
軸
に
横
の

繋
が
り
を
し
、
組
織
強
化
に
向

け
取
り
組
ん
で
行
き
ま
す
。

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

（
第
二
地
連
議
長

原
田
輝
高
）

住民の生命と暮らしを守るため
自信と誇りを胸に

地域公共サービスの向上を！
自治労第3回清掃政策集会に参加

▼
清
掃
労
働
者
の
方
々
な

ら
、
カ
ラ
ス
に
荒
ら
さ
れ

た
集
積
所
に
た
め
息
を
つ

い
た
経
験
が
何
度
と
な
く

あ
る
だ
ろ
う
。
そ
ん
な
集

積
所
を
前
に
、
私
た
ち
は

舌
打
ち
の
一
つ
で
も
打
ち

つ
つ
、
か
き
板
で
せ
っ
せ

と
散
乱
し
た
ご
み
を
片
付

け
る
し
か
な
い
の
で
あ

る
。
そ
ん
な
最
も
身
近
で

憎
ら
し
い
野
鳥﹇
カ
ラ
ス
﹈

は
ど
ん
な
生
き
物
な
の
だ

ろ
う
？
我
が
支
部
の
組
合

事
務
所
に
、
誰
が
持
ち
込

ん
だ
の
か
﹇
カ
ラ
ス
の
教

科
書
﹈と
い
う
本
が
あ
る
。

▼
カ
ラ
ス
の
基
礎
知
識
、

カ
ラ
ス
と
餌
と
博
物
学
、

カ
ラ
ス
の
取
扱
説
明
書
、

カ
ラ
ス
の
Ｑ
＆
Ａ
の
四
つ

の
章
と
、
お
ま
け
の
﹇
あ

な
た
の
カ
ラ
ス
度
診
断
﹈

で
構
成
さ
れ
て
い
て
、
カ

ラ
ス
の
生
態
や
特
徴
を
楽

し
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き

る
。
こ
の
本
を
読
み
終
え

る
と
、
憎
た
ら
し
か
っ
た

カ
ラ
ス
の
気
持
ち
が
少
し

だ
け
理
解
で
き
て
、
少
し

だ
け
愛
お
し
く
感
じ
る
こ

と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な

い
。

▼
住
民
か
ら
の
カ
ラ
ス
被

害
の
相
談
に
も
、
カ
ラ
ス

の
気
持
ち
に
な
っ
て
ア
ド

バ
イ
ス
が
で
き
る
か
も
し

れ
な
い
。
清
掃
労
働
者
の

方
々
に
は
、
機
会
が
あ
っ

た
ら
是
非
読
ん
で
欲
し
い

一
冊
で
あ
る
。
ち
な
み
に

私
の
カ
ラ
ス
度
は
30
％
で

し
た
。

（
板
橋
区
担
当
中
執

結
城

貴
行
）
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